
第４１号議案

「旧中野刑務所正門」の取扱いにかかる意見について

上記の議案を提出します。

令和２年（２０２０年）９月４日

提出者 中野区教育委員会教育長 入野 貴美子

（提案理由）

区が購入を予定している旧矯正管区用地に存する旧中野刑務所正門

にかかる文化財的価値並びに保存及び公開又は平和の森小学校新校に

おける良好な教育環境の確保について、区長から意見を求められたの

で、意見を申し出る必要がある。



「旧中野刑務所正門」の取扱いにかかる意見について

令和元年１２月１９日に中野区長から、区が購入を予定している旧

矯正管区用地に存する旧中野刑務所正門の取扱いにかかる意見聴取が

教育委員会に対して行われた。

これを受け、令和２年１月１６日に中野区文化財保護審議会に諮問

を行い、同年７月３０日付で中野区文化財保護審議会から、別紙のと

おり「中野区文化財保護審議会への諮問について」が答申された。

ついては、この答申を踏まえ、「旧中野刑務所正門」の取扱いにか

かる意見を提出する。

１ 文化財的価値について

近代の新たな建築様式を模索し始めた明治末期から大正期の建築物

であり、わが国の煉瓦造建築の技術的・意匠的到達点を示すものとし

ても重要と考えられる。

また、関東大震災や第二次世界大戦の戦災をくぐりぬけ残されたこ

とも、地域の近代遺産として価値があると考える。

２ 保存のあり方について

創建時の状況を尊重し、技術・意匠に損傷のない形で復原・補修し、

保存することを検討することが望ましい。また、耐震補強を行う場合

は、文化財的価値を損なわない工法で行う必要がある。

ただし、平和の森小学校新校舎建設に影響が出ない範囲での保存を

条件とする。

３ 公開のあり方について

文化財保護法の趣旨を鑑みると、随時見学できるような公開活用を



図るとともに、できる限り正門内部空間の有効活用も検討することが

必要と考える。また、建物が一望できる十分な面積を周辺に確保し、

用地内を整備することが望ましい。

なお、公開に当たっては、平和の森小学校新校舎における教育活動

に影響が出ないよう十分配慮されたい。

４ 平和の森小学校新校における良好な教育環境の確保について

旧中野刑務所正門を現在の場所で保存及び公開することになると、

新校舎を建設するための校地面積及び地形が確保できず、当該用地内

で適切な教育活動を遂行することが難しくなる。

また、旧中野刑務所正門の保存及び公開の場所は、真正性を失わな

い範囲で、学校予定地以外で確保されたい。

なお、場所を移動することとなった場合は、新校舎開設時期に影響

が生じないように配慮を求める。

５ その他の要望事項について

平和の森小学校新校舎竣工までの期間において、引き続き狭小な当

該校校庭を補完するための場所の手当など、良好な教育環境確保への

配慮を求める。
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旧中野刑務所正門 保存・公開必要面積
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